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彦根市会・一般質問

　
彦
根
市
議
会
が
場
外
馬
券
売
り
場
の
設
だ
し
た
。

置
を
求
め
る
請
願
を
採
択
し
た
こ
と
に
対
　
獅
山
市
長
は
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
に
は

し
、
獅
山
向
洋
市
長
は
七
日
、
「
不
愉
快
反
対
」
と
の
持
論
を
述
べ
、
「
『
彦
根
の

に
思
っ
た
市
民
が
い
る
。
請
願
に
賛
成
し
議
員
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル

た
議
員
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
好
き
な
の
か
』
と
不
愉
快
に
思
っ
て
い
る

定
例
史
論
の
一
般
質
問
に
答
弁
し
た
。
市
民
も
い
る
。
他
の
自
治
体
関
係
者
か
ら

　
請
願
は
、
名
神
彦
根
イ
ン
タ
ー
付
近
に
も
『
い
っ
た
い
彦
根
は
何
や
っ
て
る
の
か
』

市
長
見
解
「
不
愉
快
に
思
う
市
民
い
る
」

場
外
馬
券
売
り
場
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
と
か
ら
か
い
半
分
の
言
葉
を
受
け
て
い

て
地
元
住
民
ら
が
昨
年
十
二
月
定
例
議
会
る
」
と
答
え
た
。
そ
の
う
え
で
「
請
願
に

に
提
出
。
議
会
は
継
続
審
査
の
末
、
二
月
賛
成
し
た
十
四
人
の
方
々
に
は
間
違
っ
て

二
士
八
日
の
史
論
で
十
四
対
十
一
の
賛
ま
す
よ
、
と
言
い
た
い
。
反
対
し
た
十
一

成
多
数
で
採
択
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
人
に
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
と
言

　
こ
の
日
は
請
願
に
賛
成
し
た
市
議
が
ー
　
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

採
択
の
重
み
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
元
太
一
）



〔日干U〕平成19年(2ooｱ年)３月８日(木曜日)

市
議
会
一
般
質
問
終
わ
る

．
彦
根
市
議
会
三
月
定
例
会
は
七
日
ま
で
に
一
般
質
問
を
終

え
た
。
五
日
の
会
派
代
表
質
問
に
続
き
、
六
日
は
個
人
九
議

員
が
登
壇
し
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
、
七
日
は
六
議
員
が
同
三

時
半
ご
ろ
ま
で
質
問
し
た
。
な
お
、
゛
個
人
十
二
番
目
に
予
定

し
て
い
た
成
宮
祐
二
議
員
（
無
会
旅
立
八
産
党
）
は
風
邪
の

た
め
七
日
に
欠
席
し
質
問
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
四
番
目
た

っ
た
山
田
多
津
子
議
員
（
同
▽
は
風
邪
で
五
上
八
日
に
欠
席

し
、
質
問
順
を
最
後
に
繰
り
下
げ
七
日
に
質
問
し
た
。
八
日

か
ら
は
各
議
案
と
請
願
の
委
員
会
審
査
に
入
り
、
本
会
議
は

最
終
日
の
十
五
日
に
再
開
し
て
討
論
や
採
決
を
行
う
予
定
。

馬券売場

　
二
日
間
に
わ
た
っ
た
個
人
質

問
十
五
議
員
の
う
ち
、
最
後
と

な
っ
た
田
島
茂
洋
議
員
（
公
政

会
）
は
七
日
午
後
、
場
外
馬
券

売
場
設
置
に
賛
成
の
立
場
か
ら
、

今
定
例
会
初
日
に
推
進
団
体
の

同
意
請
願
乞
賛
成
十
四
（
反
対

十
一
）
で
採
択
し
た
こ
と
に
対

す
る
獅
出
向
洋
市
長
の
反
対
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
田
島
議
員
は
「
請
願
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ん
で
感

賛
成
派
議
員
が
質
問

　
　
市
長
答
弁
と
噛
み
合
わ
ず

謝
し
て
い
る
が
、
翌
日
の
新
聞

で
市
長
コ
メ
ン
ト
を
見
て
驚
い

た
。
議
会
の
威
信
に
関
わ
る
重

要
な
こ
と
と
思
い
質
問
す
る
」
、

ま
た
「
請
願
採
択
の
意
義
は
議

員
と
し
て
重
い
も
の
と
思
い
、

請
願
は
市
民
に
密
着
し
た
身
近

な
も
の
と
考
え
る
」
と
前
置
き

し
て
、
ま
ず
市
長
に
コ
メ
ン
ト

の
中
身
に
つ
い
て
見
解
を
求
め

た
。
獅
山
市
長
は
、
記
者
会
見

の
中
身
に
つ
い
て
「
ギ
ャ
ン
ブ
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ル
施
設
反
対
は
以
前
か
ら
の
公

約
で
あ
り
新
聞
の
通
り
」
と
説

明
、
採
択
に
は
市
民
の
批
判
や

他
市
か
ら
鄭
楡
（
や
ゆ
）
の
声

を
聞
い
て
お
り
、
議
員
の
皆
さ

ん
と
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う

だ
。
十
四
議
員
に
間
違
っ
て
い

る
、
十
一
議
員
に
あ
り
が
と
う

と
言
い
た
い
」
と
答
弁
。

．
田
島
議
員
は
「
見
解
の
相
違
」

と
発
言
し
、
次
に
「
競
馬
、
勝
馬

投
票
券
発
売
所
は
国
の
法
律
で

認
め
ら
れ
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
当
た

ら
な
い
と
考
え
る
」
と
し
て
「
ギ

ャ
ン
ブ
ル
め
定
義
」
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
た
。
市
長
は
「
と

ば
く
は
本
来
違
法
だ
が
、
競
馬

法
で
特
定
の
団
体
が
で
き
る
と

し
た
公
認
と
ば
く
で
あ
り
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
施
設
と
い
っ
て
問
題

な
い
。
パ
チ
ン
コ
は
風
俗
営
業

法
に
よ
り
認
め
ら
れ
と
ば
く
で

は
な
い
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
田
島
議
員

は
「
見
解
の
相
違
」
と
し
て
、

次
に
企
業
誘
致
の
面
か
ら
税
収

増
や
雇
用
拡
大
面
、
誘
致
に
市

の
負
担
は
ー
切
な
い
な
ど
と
賛

　
成
論
を
述
べ
「
請
願
採
択
の
施

　
設
は
優
良
企
業
と
言
わ
な
い
の

・
か
、
優
良
企
業
と
は
何
か
」
と

　
市
長
見
解
を
求
め
た
。
市
長
は

　
松
下
電
工
や
フ
ジ
テ
ッ
ク
な
ど

　
過
去
の
誘
致
例
を
挙
げ
「
優
良

　
　
　
　
は
、
そ
の
企
業
の
目
的

こ
訂

ヽ
市
誓
≒
蓉
Ｅ

　
誇
り
が
持
て
市
の
品
格
を
上
げ

　
る
工
場
で
あ
る
。
優
良
企
業
に

　
は
金
（
奨
励
金
）
を
出
し
て
で

　
も
来
て
ほ
し
い
が
、
逆
に
金
を

　
出
し
て
（
市
へ
の
多
額
寄
付
話

一
な
ど
）
で
も
来
る
と
い
う
の
は

毎
ユ
ツ
バ
も
の
、
場
合
に
よ
っ

　
て
は
金
に
相
応
す
る
悪
い
影
要

一
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

　
る
の
が
、
政
治
に
携
わ
る
も
の

　
の
役
割
で
あ
る
」
と
答
弁
し
た
。

　
　
田
島
議
員
は
「
少
し
違
う
の

　
で
は
な
い
か
」
と
反
論
し
た
上

　
で
、
さ
ら
に
青
少
年
問
題
に
つ

　
い
て
「
先
進
地
視
察
で
絶
対
問

　
題
な
い
と
聞
い
た
が
、
い
か
が

　
か
」
と
質
問
。
市
長
は
過
去
の

　
‐
新
聞
を
紹
介
し
て
少
年
犯
罪
の

一
多
さ
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、

　
競
馬
場
で
は
未
成
年
を
見
分
け

　
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
説
明
。

こ
れ
に
対
し
て
田
島
議
員
は
「
非

常
に
残
念
な
答
弁
。
市
長
の
資

料
は
古
く
、
私
た
ち
は
昨
年
、

先
進
地
の
市
職
員
か
ら
直
接
問

い
て
き
た
。
私
は
責
任
を
持
っ

て
青
少
年
問
題
は
ー
切
な
い
と

考
え
る
」
と
反
論
し
た
。

　
こ
の
あ
と
田
島
議
員
は
予
定

地
周
辺
の
交
通
問
題
や
開
発
協

定
書
に
つ
い
て
六
項
目
に
渡
り

質
問
。
都
市
建
設
部
長
は
答
弁

の
中
で
、
施
設
へ
の
専
用
道
路

に
つ
い
て
「
以
前
の
確
認
書
締

結
か
ら
十
年
近
く
経
っ
て
様
々

な
状
況
が
変
化
し
て
お
り
現
段

階
ヽ
で
は
答
え
ら
れ
な
い
」
、
開

発
協
定
書
に
基
づ
く
交
通
問
題

と
設
置
同
意
に
つ
い
て
「
協
定

書
は
開
発
事
業
計
画
に
基
づ
き

締
結
す
る
も
の
で
あ
り
別
問
題

と
考
え
る
」
な
ど
と
答
弁
し
た
。

　
最
後
に
田
島
議
員
が
「
当
該

施
設
に
願
意
を
持
つ
人
た
ち
の

権
利
（
人
権
）
を
守
る
べ
き
」

と
追
及
し
た
の
に
対
し
て
、
獅

山
市
長
は
「
彦
根
と
し
て
不
要

施
設
と
思
っ
て
い
る
。
市
民
の

安
全
と
安
心
を
守
る
市
長
の
役

割
と
し
て
反
対
し
て
い
る
」
と

明
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
田

島
議
員
は
「
天
地
神
明
に
誓
フ

て
、
言
わ
れ
る
よ
う
な
ギ
ャ
ン

ブ
ル
施
設
で
は
な
い
、
不
要
な

施
設
で
は
な
い
。
た
く
さ
ん
の

同
意
を
さ
れ
た
市
民
も
い
る
」

と
質
問
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
場
外
馬
券
売
場
に
つ
い
て
の

議
論
は
、
代
表
質
問
の
彦
政
会
・

松
本
忠
男
議
員
の
代
表
質
問
（
五
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日
）
に
続
く
も
の
゜
時
間
制
限
一

も
あ
り
、
田
島
議
員
の
発
言
が

少
な
く
獅
山
市
長
の
一
方
的
な

持
論
展
開
の
而
も
見
ら
れ
た
が
、

議
論
は
真
っ
向
か
ら
対
立
、
終

始
か
み
合
わ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

賛
否
判
断
は
読
者
や
市
民
に
委

ね
た
く
、
議
論
の
模
様
を
紙
上

再
現
し
た
。
（
山
本
進
一
記
者
二
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